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（平成19年7月末現在）甲斐市の人口　74,399人（＋3）

住民基本台帳人口72,971人（＋6） 男性36,426人（＋1） 女性36,545人（＋5）
世帯数28,024世帯（＋31） 外国人登録人口1,428人（－3） （ ）内は前月比

対応する携帯で読み取
ると甲斐市の携帯ホー
ムページを表示します。
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薄（ススキ）
■ススキは、イネ科の植物で葉は細く長
く、成長すると茎先「花穂」と呼ばれるい
わゆる穂先が作られ、やがてこれらに花
が咲き実がなると、よく見かける「スス
キ」の姿になります。川原や荒地のような
開けた場所に群生し、強い性質の植物で
す。■ススキは、秋の七草の一つに数え
られ、萩（ハギ）、桔梗（キキョウ）、葛（ク
ズ）、撫子（ナデシコ）、女郎花（オミナエ
シ）、藤袴（フジバカマ）そして薄（ススキ）
で七つになります。■日本では、中秋の
名月「十五夜」にお供物として、団子、里
芋、サツマイモ、柿などと一緒にススキ
が飾られます。■子どもの頃、十五夜の
日の夕方に親に頼まれて近くの野原にス
スキを取りに行ったことを思い出します。
市内も都市化が進み、年々、ススキが見
られる場所も少なくなっています。■昨
年は、10月６日が十五夜でしたが、今年
は９月25日です。
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パブリックコメント制度は、市民のみなさんの生活に大きくかかわるよ
うな基本的な計画や条例などを市が作ろうとするときに、その案を事前に
公表し、意見や情報をみなさんからいただき、その意見・情報を考慮して
最終的な市の意思決定を行う制度です。
学生から高齢者、子育て中の人や自営業、会社勤めの人などさまざまな

年代・立場のみなさんから意見を募集します。

住みよさをみんなで築くまちづくり

パブリックコメント制度がはじまります
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・総合計画および基本的な政策または施策を
定める計画

・基本的な制度や方向性を定める条例（行政
サービスに関するものを除く）

・市民に義務を課し、または権利を制限する
ことを主旨とする条例
（市税の賦課徴収並びに分担金、使用料およ
び手数料の徴収に関するものを除く）

・市が整備する施設の基本計画
・その他、実施機関が必要と認めるもの

・迅速、緊急性を要するもの
・軽微と認められるもの
・実施機関の裁量の余地が少ないと認められるもの
・意見聴取の手続きが法令等により定められているもの
・審議会等において、この制度と類似した手続きを経て行う報告等に基づき立案するもの
・その他、対象施策等の性質上この制度に適さないもの

市内に在住、在勤、在学、事務所を有する人や、この制度にかかわる事案により直接的な利害関係を有
すると認められる人（法人その他団体を含む）です。

・意見等の提出の際には、責任を持った意見等を寄せていただく必要があるため、住所、氏名等の記載を
してください。（意見等の提出者の住所、氏名等は公表しません）
・意見等の提出者に対して、直接個別に回答はしませんのでご了承ください。
・意見・氏名・住所・電話番号等個人に関する情報などは、甲斐市個人情報保護条例に基づき厳重に保
護・管理されます。

※実施機関…市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、公営企業管理者

その他

意見を提出できるのは…

パブリックコメント制度の対象とならないのは…

パブリックコメント制度の対象は…

市ではこれまでも計画を策定するときなど、地域住民の声を施策に反映させ、きめ細かな行政サービス
を実現させるため、旧町の区域を単位として置かれている地域審議会、各担当課で所管する各種協議会や
審議会において市民のみなさんの意見をできるだけお聞きしながら進めてきました。
今回はじまるパブリックコメント制度は、市の施策などを決定する過程での「公正の確保と透明性の向

上」「市民のみなさんへの説明責任」「市民参画による開かれた市政の推進」を目的にしたものです。
今後、制度の対象となる施策等については、随時、市のホームページや広報誌に掲載していきます。

「市民との協働・共創がすすむまちづくり」を
より進めるため、みなさんの貴重なご意見・
情報等を積極的にお寄せください。

市がみなさんの生活に大きくかかわる計画や条例などを策定するときに、その内容を
素案の段階で市民のみなさん等に公表し、広く意見や情報を募集し、寄せられた意見等
を考慮しながら最終案を決定するとともに、併せてその意見等に対する市の考え方を公
表する一連の手続きをいいます。

パブリックコメント制度とは…
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■問い合わせは… 企画課（竜王庁舎２階） 055（278）1662

パブリックコメント制度の流れ



水道メーターの取り替えについて
市では、毎年計量法に基づき、一定期間を経過し

た水道メーターを無料で取り替えさせていただいて
おります。（漏水等があった場合は、修理内容によ
り別途修理費がかかります）
該当するご家庭に、市の委託業者が身分証を携帯

して伺いますので、ご協力をお願いします。
また、メーターボックスの周辺に自動車等の障害

物や庭でのペットの放し飼いで作業が困難となる場
合があるので、作業しやすい状態にしておいてくだ
さい。
・取り替え対象地区と期間
対象区域 奇数月検針地区（竜王および双葉地区）
期　　間 ８月中旬～９月上旬（１回目）

10月中旬～11月上旬（２回目）
対象区域 偶数月検針地区（竜王および双葉地区）

期　　間 ９月中旬～10月上旬（１回目）
11月中旬～12月上旬（２回目）

■問い合わせは…
水道局工務課　 055（276）0734

6

○水道料金の計算は
水道料金は、２か月分をまと

めて検針し、基本料金、超過水
量料金とメーター使用料の合計
で計算しています。（水道料金＝
基本料金＋超過水量料金＋メー
ター使用料）
・基本料金とは…使用水量が
20m3／２か月までの場合、一
律にかかる料金です。

・超過水量料金とは…使用水量に
応じてかかる料金です。
・メーター使用料とは…使用して
いるメーターの口径に応じてか
かる料金です。
竜王地区と双葉地区とでは水

道料金の算定は異なっています。
現在、甲斐市水道事業の将来計画（水道ビジョン）の策定にあたり、平成19年５月に水道審議会を設

置し、公平な給水サービスの実現と健全な事業運営の観点から、竜王地区と双葉地区の水道料金の統一化
を目指しています。
なお、簡易水道給水区域を除く敷島地区は、甲府市上下水道局の給水区域となっています。
■問い合わせは…水道局業務課　 055（276）0733

水道局の台所事情

水道は「地方公営企業」として経営されています。その事業の
運営に必要な経費のほとんどを水道料金でまかなう「独立採算制」

をとっています。施設の維持管理や人件費を含む事務運営費、施設の拡充に要する費用、それに借入金の
利息返済も料金収入でやり繰りしているのです。
このように、水道局の台所事情は、決して楽ではありませんが、経費の節減や効率化を図り、健全で安

定した水道事業の運営に努力しています。

７月25日（水）から28日（土）の間、日本
水道協会からの派遣要請を受け、甲斐市水道
局から職員１名が柏崎市全域で配水管の漏水
調査・修理作業に従事してきました。

新潟県中越沖地震に伴う復旧支援へ



国
道
の
渋
滞
緩
和
な
ど
を
目
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に
、
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金
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Ｃ
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双
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と
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日
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午
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て
３
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引
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Ｔ
Ｃ
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搭
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双
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は
、
引
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続
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利
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能
で
す
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せ
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…
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会
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い
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は

甲
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河
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国
道
事
務
所

０
５
５
（
２
５
２
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８
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利
用
料
金
に
つ
い
て
は

中
日
本
高
速
道
路
㈱
八
王
子
支
社

０
４
２
（
６
９
１
）
１
１
７
２
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７
月
13
日
か
ら
20
日
の
期
間
で
、
市

監
査
委
員
の
田
中
寿
雄
委
員
、
石
橋
定

弘
委
員
、
清
水
喜
代
栄
委
員
に
よ
る
平

成
18
年
度
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
予
算
執
行
と
こ
れ
に

伴
う
業
務
に
つ
い
て
、
適
切
か
つ
順
調

に
執
行
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

福祉保健部の業務の効率化を図るため、健康
増進課は10月１日（月）から敷島第２庁舎へ移
転しますので、略図を参照のうえご来庁くださ
い。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
なお、駐車場については、従来どおりの駐車

スペースをご利用ください。

■問い合わせは…
敷島支所市民課（敷島庁舎１階）
055（277）3111

全国から抽出された約45万世帯の15歳以上の方々を対象に、ふだん何か
収入になる仕事をしているかどうかや就業に関する希望などについて調査し
ます。
調査結果からは、若者、高齢者や女性の多様化する就業状況や産業構造の

変化に伴う雇用流動化の実態など就業に関する詳しい状況が明らかになり、
雇用政策や経済政策などの各種行政施策を立案する際の基礎資料となりま
す。
調査の対象となる世帯には、統計調査員が伺い調査票の記入をお願いしま

すので、よろしくご協力ください。
なお、調査内容は統計以外の目的には一切使用されません。

■問い合わせは…企画課（竜王庁舎２階） 055（278）1662
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国
民
健
康
保
険
税
の
計
算

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率

（
平
成
18
年
度
据
置
）
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。次

の
①
〜
④
の
金
額
を
合
計
し
た
金

額
が
１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
税
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
年
度
途
中
に
加
入
し

た
場
合
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら

月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
は

医
療
費
に
加
え
介
護
分
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

賦
課
限
度
額
は
、
医
療
分
56
万
円
、

介
護
分
９
万
円
と
な
り
ま
す
。（
平
成
19

年
度
か
ら
の
医
療
分
の
賦
課
限
度
額
は
、

こ
れ
ま
で
の
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
）

※
１
　
所
得
金
額
と
は
…
給
与
や
公
的

年
金
等
の
場
合
は
、
収
入
金
額
か
ら

給
与
所
得
控
除
や
公
的
年
金
等
控
除

額
を
引
い
た
金
額
で
、
事
業
所
得
の

場
合
は
、
収
入
金
額
か
ら
売
上
原
価

や
給
与
、
光
熱
費
等
の
必
要
経
費
を

引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
扶
養
や
社
会
保
険
料
控
除
等
を
差

し
引
く
前
の
金
額
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
た
と
え
、
世
帯
主
本
人
が

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
く
て

も
、
世
帯
員
で
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
が
い
た
場
合
に
は
納
税
義
務
者
は
世

帯
主
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期

口
座
振
替
も
し
く
は
現
金
納
付
と
な

り
ま
す
。

◎
納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
市
税
等
の
納

付
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

年
間
の
世
帯
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
お
よ
び
世
帯
主
）
の
総
所
得
金
額

が
、
左
表
に
該
当
す
る
場
合
は
均
等

割
・
平
等
割
に
つ
い
て
７
割
・
５
割
・

２
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
１
人
で
も
未

申
告
の
人
が
い
た
場
合
は
軽
減
を
受
け

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

が
病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療
機
関
に
か

か
る
場
合
、
医
療
費
の
う
ち
３
割
は
患

者
本
人
が
自
己
負
担
と
し
て
窓
口
で
支

払
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
７
割
に
つ
い

て
は
、
そ
の
患
者
が
加
入
し
て
い
る
国

保
に
請
求
さ
れ
、
国
な
ど
の
負
担
金
と

国
民
健
康
保
険
と
で
半
分
ず
つ
負
担
し

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
、
甲
斐
市

の
国
保
加
入
者
が
医
療
機
関
等
で
か
か

っ
た
費
用
額
（
10
割
の
医
療
費
）
だ
け

で
も
、
平
成
18
年
度
に
は
、
45
億
９
千

万
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
前

年
度
と
比
較
す
る
と
約
１
億
２
千
万
円

も
増
え
て
い
る
の
で
す
。

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
医
療
機

関
に
か
か
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
私
た
ち
の
心

構
え
や
考
え
方
ひ
と
つ
で
医
療
費
を
節

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
者
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
る

国
保
で
す
。
次
の
こ
と
を
心
が
け
医
療

費
の
抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
同
じ
病
気
で
の
重
複
受
診
・
は
し
ご

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

②
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

③
薬
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

④
か
か
り
つ
け
医
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う

⑤
健
康
診
断
、
集
団
健
診
な
ど
を
受
け
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５



地
域
の
み
な
さ
ん
の
下
水
道
事
業
に

対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
９
月
の
「
下
水
道
の
日
」

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行
っ
て
い

る
お
ま
つ
り
で
す
。

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下
水
道

の
こ
と
が
学
べ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん

の
催
し
物
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ご

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

９
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

場

所

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
笛
吹

市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

※
駐
車
場
あ
り

内

容

下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水

道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
下
水
道
教
室

ミ
ニ
下
水
道
展
（
下
水
道
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
等
の
展
示
）、
水
質
実
験

ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
、
フ
ア
フ
ア
、
大

道
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

お
た
の
し
み
抽
選
会
、
来
場
記
念
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
農
産
物
の
直
売
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８
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子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
や
道
徳
性
の
低
下

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
双
葉
中
・
双
葉

東
小
・
双
葉
西
小
学
校
が
今
年
度
か
ら
３
年
間
、

県
教
育
委
員
会
の
「
ふ
る
さ
と
や
ま
な
し
道
徳

推
進
事
業
」
の
指
定
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
有
識
者
・
地
域
代
表
者
・
青

少
年
育
成
団
体
関
係
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
「
双
葉
中
学
校
区
小
中
連
携
推
進
協
議
会
」

を
組
織
し
、
学
校
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

道
徳
的
実
践
活
動
を
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
す
る
な
か
で
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

道
徳
意
識
は
、
学
校
内
だ
け
で
育
成
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地
域
の
中
で

「
す
べ
き
こ
と
・
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
を
機

会
あ
る
ご
と
に
教
え
、
対
処
す
る
こ
と
が
道
徳

意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
り
ま
す
。
双
葉
中
学
校

区
で
は
、
学
校
が
取
り
組
む
「
声
か
け
運
動
」

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
家
庭
や
地
域
が
呼
応
し
、

「
ま
ず
大
人
か
ら
子
ど
も
に
声
か
け
や
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
大
人
か
ら
日
々
出
会
う
子
ど
も
た

ち
に
声
か
け
・
あ
い
さ
つ
を
積
極
的
に
し
、
大

人
が
子
ど
も
の
模
範
と
な
る
地
域
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
声
か
け
・
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
つ
い

て
は
、
双
葉
地
区
の
自
治
会
や
青
少
年
育
成
地

区
民
会
議
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
が
、
双
葉
中
学
校
区
だ
け
で
な
く

市
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
広
が
る
よ
う
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
７

双葉中学校区がモデルとなります 

●
甲
斐
市
へ
　
甲
斐
市
建
設
安
全
協
議
会

が
、
防
災
倉
庫
５
棟
（
１
、
１
５
５
、

０
０
０
円
相
当
）

【
寄
付
】

下水道の使用料は、上水道の使用量を基本
として徴収させていただいていますが、井戸
水をお風呂や台所などの日常生活にお使いに
なっている場合は、使用料の算定方法が異な
ります。算出は、世帯人数により水量を認定
し計算しています。世帯人数に変更が生じる
場合は、認定水量も変わりますので下水道課
へ手続きをしていただくようお願いします。
下水道事業には多額の費用が必要です。利用

者のみなさんに公平な負担をしていただくこと
が今後の施設の維持管理には欠かせません。
井戸水を利用して下水道に汚水を流す場合

は届け出が必要です。下水道課に連絡をお願
いします。

なお、下水道整備地区にお住まいで、下水
道へ接続していない人は、お早めに接続をお
願いします。
■問い合わせは…下水道課（竜王庁舎２階）

055（278）1670
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●８月10日　
玄関ロビーに小さい庭がお目見え　

甲子園での活躍を誓う　８月２日●

●７月19日　ゆかたで迎える夏本番

全国高校野球選手権山梨大会で優勝し甲子園出場を決め
た甲府商業高校のメンバーの内、甲斐市出身の２人が市役
所を訪れ優勝を報告。市役所を訪れたのは竜王中出身の深
沢元気くんと竜王北中出身の清水彰仁くん。２年生ながら
５番でサードを守る深沢くんは、県大会でチーム最高打率
の大活躍。控え投手の清水くんは、１年生ながら130キロ
の速球を投げる本格派。２人は応対した五十嵐副市長に
「憧れの甲子園でおもいきり野球を楽しんで来たい」と甲
子園での活躍を誓いました。

農林高校システム園芸科の３年生２名が、７月に行
われた「インドアガーデン検定」に出展した課題作品を
竜王庁舎の
入口に飾っ
てくれまし
た。庁舎内
に出来た小
さな庭が、
来庁者の目
を楽しませ
てくれてい
ます。

９月１日の防災の日を前に、甲斐市・市社会福祉協
議会主催の防災訓練が８月５日、各自治会の役員を対
象に竜王北部公民館で行われました。当日は、県職員
による「防災に対す
る心構え」の講義や
市赤十字奉仕団によ
る炊出し訓練、日本
赤十字社山梨県支部
の指導員による「包
帯法」の実技訓練が
行われました。また、
８日には志麻の湯で
火災避難訓練が行わ
れ、館内に火災を知
らせるベルが鳴る
と、来客者を避難誘
導する放送がなが
れ、館内のみなさん
はその指示に従いな
がら屋外に避難しま
した。

代表目指してハッスル　７月18日●
双葉スポーツ公園で甲斐市高齢者グラウン

ドゴルフ大会が開催され、竜王・敷島・双葉
の各地区大会で好成績をおさめた約120名が
「いきいき山梨ねんりんピック2007」の出場
権をかけ、熱戦を繰り広げました。

災害に備えて訓練を実施　８月●本格的な夏祭り・花火大会シーズンを前に、
ゆかたの着付け教室が双葉公民館において行わ
れました。これはゆかたを自分で着る、他の人
に着付けてあげることを目的に行われたもの。
参加者は「今年の夏こそ自分でゆかたを着て花
火大会に行きたい」と講師の着付けのポイント
を実際に姿見の前で何度も帯を結んだり解いた
りしながら、着付けの手順を真剣に学んでいま
した。
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市内中学校の生徒たちが県
中学総体などの各種大会で活
躍。中でも柔道、水泳、剣道、
アーチェリー、ソフトテニス、
陸上、卓球、新体操が県予選
を勝ち抜き、山梨県の代表と
して関東大会、全国大会へ出
場しました。選手たちは強豪
相手にベストを尽くして戦い
ました。

夏休みに向け、市内で少年の安全対策、非行防止や健全育成に取り
組む関係機関・団体が、それぞれの活動を確認し連携することを目的に、
竜王交番で合同パトロール出発式が行われました。青色パトロールカー
やスクールガードリーダー、少年補導員など25名が参加しました。式で
は、韮崎警察署からのパトロールに当たっての注意のほか、参加者の紹
介や車両点検などが行われ、式のあと早速市内小中学校周辺のパトロー
ルに出発しました。

夏休み「親子押花教室」が敷島公
民館で開催されました。21組の親子
が押し花を使ったしおりづくりと万
華鏡づくりに挑戦。お母さんと参加
した小学２年生の男の子は、夏休み
の工作にしようと事前に公園で採取
した四つ葉のクローバーを使い、色
鮮やかな作品を作っていました。

●８月３日　
親子で押し花づくり

関東大会、全国大会へ出場　７月・８月●

甲斐市では昔、飲み水が足りないほどの深刻な水不足
や釜無川の氾濫による水害など私たちの生活に深く関わ

る水に悩まさ
れてきました。
今年も、竜王
地区の信玄堤
では水防を祈
願した水神祭
が多数の関係
者が出席する
なか執り行わ
れました。

●７月19日　水神祭　

国土交通省甲府河川国道事務所は10日、甲斐市
内で道路拡幅工事が進められている国道20号沿い
など、山梨県内４つの道路事業について「事業見
える化看板」を一斉に設置しました。これは、同
省が取り組む「道路見える化計画」の一環として、
看板に工事の目的や内容、開通目標時期など事業
を分かりや
すく示すも
ので、竜王
拡幅事業区
間には竜王
立体交差点
を含む６か
所に設置さ
れました。

●７月17日　夏休みを前に合同パトロール出発式　

８月10日●　
国道20号に「事業見える化看板」

B＆G海洋センターで初
心者を対象にした子ども
水泳教室が開催されまし
た。体協水泳部のやさし
く丁寧な指導に、参加し
た小学生たちはこの夏休
みに泳ぎが上達できるよ
うにと頑張っていました。

７月21日～25日●
子ども水泳教室
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甲
斐
市
と
姉
妹
都
市
関
係
に

あ
る
、
ア
イ
オ
ワ
州
キ
オ
カ
ッ

ク
市
か
ら
友
好
交
流
団
14
名
が

７
月
26
日
、
市
を
訪
れ
、
８
月

８
日
ま
で
の
14
日
間
滞
在
し
ま

し
た
。
一
行
は
、
ま
ず
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

み
な
さ
ん
と
対
面
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
に
分
か
れ
ま
し
た
。

翌
27
日
、市
役
所
を
表
敬
訪
問
。

そ
の
後
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

の
ほ
か
、
８
月
２
日
に
は
、
韮

崎
警
察
署
を
訪
問
し
警
察
犬
の

訓
練
や
職
員
に
よ
る
剣
道
の
練

習
を
見
学
。
ま
た
、
竜
王
北
中

学
校
で
生
徒
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
ゲ
ー
ム
な
ど
の
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

キオカック市友好交流団が来市キオカック市友好交流団が来市
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ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
10

名
が
７
月
25
日
か
ら
31
日
ま
で

の
７
日
間
、
甲
斐
市
に
滞
在
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
独
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
で

１
２
５
名
が
13
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
２
〜
３
県
を

訪
問
（
全
国
で
は
17
県
で
受
け

入
れ
）
す
る
も
の
で
、
甲
斐
市

に
は
15
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の（
男

５
名
・
女
４
名
・
指
導
者
１
名
）

柔
道
経
験
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

宿
泊
は
、
市
内
の
８
家
庭
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
滞
在
期
間
中
、

武
道
・
陶
芸
・
座
禅
な
ど
の
日

本
の
文
化
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ドイツスポーツ少年団が来市ドイツスポーツ少年団が来市
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市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

大屋敷区（杉浦秀人区長）
大屋敷区は、双葉地区の東部に位置し

県道甲府韮崎線の登美の坂を登りきった
あたりの場所にあります。区は四半世紀
前までは、30戸に満たない小さな集落
でしたが、現在は130戸の自治会に発展
しています。自治会では区民参加による
様々な催しや伝統ある行事を行ってお
り、新しい区民が自治会活動に参加する
ことにより、新しいエネルギーが地域に
満ちています。８月に行われた「大屋敷
の夕べ」は、区と育成会が共催する子ど

も中心の夏祭りで
す。焼きそば、焼
きとリ、ヨーヨー
釣りなどの各コー
ナーが設けられ、
子どもと大人が
いっしょに夏の
一夜を楽しく過

ごしました。また、毎
年２月下旬に行われる
「百万遍祭典」は、他で
はあまり見られない珍
しい行事です。この
祭典は、100年
以上前から続
く長い伝統
が あ り 、
区民

が長昌院に集まって千八
十粒の輪になった７メ
ートルの大数珠を
人々が円座になって
手から手へ「なむま
いだ」を唱えながら太
鼓の音とともに回しま
す。この祭典は、病気や悪事を払おうというもの
で「念仏を百万遍唱えることにより、極楽往生が
できる」といわれています。大数珠の粒数は、人
の煩悩である108の数から由来しているそうで
す。自治会では、このような行事を通し、活気あ

る地域活動や良
き伝統を残した
人情味のある自
治会を、今後も
次世代に引き継
いでいけるよう
区民が力を合わ
せています。

田中区（小野善章区長）
田中区は、竜王地区の南に位置し主
要地方道甲府南アルプス線（アルプス通
り）が区の南部を通過する自治会で、現
在約390世帯あります。自治会の活動
は、春と秋年２回のグラウンドゴルフ
大会、夏の一大イベントである八幡神
社祭典とふれあい夏祭り、秋には区民
運動会等
の様々な
行事を行
っていま

す。また、緑のま
ちづくりとして合
併前から続けてい
る地域花壇の

飾花・草取り・水やり等を老人クラブ
（福寿会）が中心となり積極的に取り
組んでいます。７月には、区民の健康
と防犯意識を高めるための催しが行わ
れ、市主催の介護予防講習会では、
甲府南ライフケアセンターの先生
による「転倒一瞬！怪我一生」をテ
ーマに、転倒を防ぐ簡単な身体づ
くりの方法が指導され、集会所に

集まった区民約40名が熱心
に話を聞きながら身体
を動かしました。こ
の後、最近県内でも
発生している「おれ
おれ詐欺」の実態を
区民に知ってもらおう
と竜王交番所長による

話や韮崎警察署の職員による寸
劇が行われました。普段、孫たちに甘い
おじいち
ゃん、おば

あちゃんも、迫
真せまる演技に
「お互い気をつけ
ようね」と防犯意
識を高めていまし
た。田中区では、
役員の若返りを図
るとともに、これ
らの行事を通して
老若男女がお互い
を信頼できる地域
づくりに取り組ん
でいます。
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板
碑
と
は
板
状
の
石
を
用
い
て
頂

部
を
山
形
（
三
角
形
）
に
し
た
供
養
塔

で
、
ま
た
墓
石
と
し
て
の
意
味
を
持

つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か

ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
関
東
を

中
心
に
全
国
で
建
立
さ

れ
ま
し
た
（
江
戸
時
代

以
降
、
板
碑
は
木
製
の

卒
塔
婆
へ
と
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
）。

こ
の
板
碑
は
島
上
条

地
内
の
八
幡
神
社
境
内

に
あ
り
ま
す
。
材
質
は
安
山
岩
で
、

高
さ
１
・
０
５
メ
ー
ト
ル
、
幅
０
・

５
１
メ
ー
ト
ル
、
風
化
摩
滅
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、「
大
永
六
年
（
１
５
２

６
）
九
月
」
の
銘
が
確
認
で
き
ま
す
。

『
甲
斐
国
志
』（
文
化
14
年
（
１
８

１
７
）
成
立
）
に
よ
る
と
、
永
正
17
年

（
１
５
２
０
）
駿
河
の
今
川
氏
の
大
軍

が
甲
斐
国
に
侵
攻
し
、
武
田
信
虎
は

劣
勢
に
た
た
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

荒
川
を
挟
ん
だ
飯
田
河
原
（
甲
府
市

飯
田
一
帯
）
・
上
條
河
原
（
甲
斐
市

島
上
条
一
帯
）
の
合
戦
に
お
い
て
今

川
方
の
主
将
福
島
正
成
を
討
ち
勝
利

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
降

優
位
に
立
っ
た
信
虎
は
甲
斐
国
を
統

一
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
板
碑
は
合
戦
か
ら
七
回
忌
に

あ
た
る
年
に
戦
死
者
供
養
の
た
め
に

建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
県
大
弐
は
、
享
保
10
年
（
１
７

２
５
）
篠
原
に
生
れ
ま
し
た
。
延
享

２
年
（
１
７
４
５
）
家
督
を
継
ぎ
ま
し

た
が
、
弟
の
武
門
が
、
寛
延
３
年

（
１
７
５
０
）
８
月
11
日
夜
、
飯
田
新

町
（
甲
府
市
）
で
新
三
郎
と
い
う
者
を

斬
り
殺
し
、
逃
亡
す
る
と
い
う
事
件

を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
弐
は
翌
年
の
３
月
、
与
力

よ
り
き

の
職
を
解
か
れ
、
浪
人
の
身
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
江
戸
へ
出
た
大
弐
は
、
宝

暦
４
年
（
１
７
５
４
）、
の
ち
の
第
９

代
将
軍
徳
川
家
重
の
側
用
人
と
な
る

大
岡
忠
光
の
医
師
・
学
者
・
書
記
と

し
て
忠
光
の
側
に
仕
え
ま
し
た
。
辞

任
後
は
、
塾
を
開
き
、
儒
学
・
兵

学
・
医
学
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
ま

た
、
宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
に
は
代

表
作
で
あ
る
『
柳
子
新
論
』
が
記
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
徳
川
幕

府
を
批
判
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
明
和
４
年
（
１
７
６
７
）
大

弐
は
、
門
弟
に
謀
反
の
疑
い
が
あ
る

と
幕
府
に
密
告
さ
れ
逮
捕
、
処
刑
さ

れ
ま
し
た
。（
明
和
事

件
）大
弐
43
歳
で
し
た
。

大
弐
の
死
後
、
１

０
０
年
を
経
て
、
明

治
維
新
を
迎
え
る
と

『
柳
子
新
論
』
は
、
尊

王
派
の
先
駈
け
と
い

う
位
置
づ
け
で
高
く
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）

に
は
、
大
弐
を
祀
る
山
県
神
社
が
創

建
さ
れ
ま
し
た
。
大
弐
の
墓
は
、
山

県
神
社
境
内
に
建
っ
て
い
ま
す
。
墓

は
、
そ
の
他
に
東
京
都
の
全
勝
寺
、

茨
城
県
の
泰
寧
寺

た
い
ね
い
じ

に
も
あ
り
ま
す
。

９
月
23
日
に
は
、
大
弐
を
し
の
ぶ

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り
が
山
県
神
社

で
行
わ
れ
ま
す
。

飯
田

い
い
だ

河
原

が
わ
ら

合
戦

か
っ
せ
ん

供
養

く
よ
う

板
碑

い
た
び

市
指
定
歴
史
資
料

昭
和
45
年
10
月
１
日
指
定

山
県
や
ま
が
た

大
弐
だ
い
に

の
墓は
か

市
指
定
史
跡

昭
和
52
年
６
月
25
日
指
定
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塁ホームラ
ンで勝利す
ると、二回
戦でも波に
乗る打線が
爆発。市民
の声援に応
える活躍を
しました。

第３回甲斐市子どもクラブ
親睦球技大会結果

７月 2 9 日
（日）、８月５
日（日）の２日
間にわたり甲
斐市子どもク
ラブ親睦球技
大会が行われ
ました。熱闘
の末、見事栄

冠を手に入れたチームは以下の通りです。
○ソフトボール
優勝 境A 準優勝　大下条東西　
○ミニソフトバレー
優勝　大久保敷島台　準優勝　上篠原

B＆G海洋センタープール日程表
開館期間 敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター

開館中　９月30日（日）まで
双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター
開館中　11月30日（金）まで

開館時間 午前10時～正午（午前の部）
午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が
義務付けられています。

・幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護
者同伴でお願いします。
料金表

■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　
0551（20）3656

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

○敷島B＆G海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

ソフトボール優勝 境Aチーム

ミニソフトバレー優勝 大久保敷島台チーム
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ９月20日（木）

・学校体育施設（10月分） 午後７時～
・社会体育施設（11月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ９月26日（水）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（10月分）
・社会体育施設（11月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第５回甲斐市民親善グラウンド・ゴルフ
大会結果
７月21日（土）敷島総合公園運動場で開催され、

297名が参加し、県体育祭りの出場権をかけ熱戦が
繰り広げられました。（結果掲載、敬称略）
男子の部
優勝 腰巻清
準優勝 河村恒夫
３位 高山徳則
女子の部
優勝 山坂澄子
準優勝 中澤幹子
３位 長田けい子

峡中・峡北地区スポーツ少年団柔道大会兼
甲斐市民柔道大会結果
７月22日（日）竜王武道館にて合同で開催され、峡

中・峡北地区のスポーツ少年団から約200人、市内
の一般男子が15人参加
し、熱戦が繰り広げられ
ました。
峡中・峡北地区スポーツ
少年団柔道大会（優勝者
のみ掲載、敬称略）
団体戦
５・６年生の部　龍心館
３・４年生の部　誠心館

個人戦
５年生男子の部　山田尚輝（龍心館）
４年生男子の部　小池隆幾（誠心館）
３年生男子の部　深沢亮太（誠心館）
２年生男子の部　中村勝登（龍心館）
１年生男子の部　竹川颯輝（誠心館）

甲斐市民柔道大会
軽量級（敬称略）
優勝 平出賢丞
準優勝 岡田一博
３位 上田憲利
無差別級
優勝 米山哲央
準優勝 田端裕樹
３位 雨宮孝浩

第24回峡中陸上競技選手権大会結果
７月22日（日）櫛形総合公園陸上競技場にて開催さ

れ、多くの市民が参加し熱戦を繰り広げました。（優
勝者のみ掲載、敬称略）
中学女子の部
走高跳　星茉里奈　
１ｍ45
一般・高校男子の部
5000ｍ　大沢正和
16分45秒48
一般・高校女子の部
800ｍ　山口はな　
２分28秒99

30歳代男子の部
5000ｍ 清水誠二 16分22秒89
40歳代男子の部
1500ｍ 小野毅
５分07秒32
5000ｍ 小野毅
18分37秒84
砲丸投　児玉晃　
10ｍ16
50歳以上男子の部
1500ｍ 新海賢一
４分32秒08
5000ｍ 矢島千明
17分40秒64

全日本一般男子ソフトボール大会で甲斐
市体協チームが健闘
８月４日（土）から６日（月）にかけて、釜無川スポ

ーツ公園などを会場に第４回全日本一般男子ソフト
ボール大会が開催されました。開催地枠で出場した
甲斐体協一般男子双葉チームが地区大会を勝ち上が
ってきた強豪チーム相手にベスト16入りする健闘を
見せました。双葉チームは一回戦を最終回に逆転満
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図書館トピックス

夏休みの期間中、図書館では様々なイベントや講
座が開催され、多くの子どもたちが参加しました。

夏
休
み
工
作
会３図書館で小・中学生が一日図書館員

として本やDVDの貸し出しや蔵書点検
などを体験しました。
普段は本を借りる側
の子どもたち。今回
は図書館員として貸
し出しや返却の本な
どを取り扱うとあっ
て、間違いがないよ
う真剣な表情で作業
を行っていました。

一日図書館員体験

恐ろしい戦争が終戦して今年で62年。核兵器廃絶
平和都市宣言をしている甲斐市では毎年、戦争の恐
ろしさ、平和の尊さを
学ぶ機会として朗読会
や映画上映会、写真展
を開催しています。今
年も多くの人が参加
し、戦争の恐ろしさ、
平和と命の大切さにつ
いて改めて考えまし
た。

非核平和推進事業「おはなし会・映画上映会」

子どもた
ちにとっ
て夏休み
の宿題で
大変なも
のといっ
たら工作
と読書感
想文。
図書館が
開催した工作
教室、読書感
想文の書き方
講座には、た
くさんの子ど
もたちが参加
していまし
た。工作づく
りや読書感想
文が上手に書
けるようポイ
ントを教えて
もらい、一生
懸命課題に取
り組んでいま
した。

読書感想文の書き方講座の教室

ライライくんの工作教室
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開館時間 ●平日：午前10時～午後7時　●土・日：午前９時～午後5時
９月のおやすみ 定例休館日 ３日（月）、10日（月）、17日（月）、24日（月）

月末整理日 28日（金）

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、工作など

対象 小学生
日時 ９月15日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ スポーツの季節ですよ
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ９月６日（木）、20日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ９月６日（木）、20日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象 幼児～
日時 ９月１日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児～

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ９月20日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館視聴覚室
メニュー　　「髪かざり」山本周五郎

著　他
板前 ねの会
助っ人板前　あやの会　

日時 ９月13日（木）、27日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 ９月８日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 小学生
日時 ９月１日（土）

午前10時30分～11時30分

日時 ９月15日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

対象 就園前の乳幼児
日時 ９月13日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ９月８日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

『武士の一分』
2006年/日本/121分　監
督/山田洋次　出演/木村拓
哉 他　原作/藤原周平「隠
し剣秋風抄」

日時 ９月22日（土）午後１時30
分開演（１時開場）

場所 敷島総合文化会館視聴覚室
定員 先着80名
日時　９月23日（日）午後１時30

分開演（１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180名

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭　

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのもり

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと
～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

上映会のお知らせ

図書館に今年もスズムシの鳴き声

毎年、夏になると図書館にスズムシ
を届けてくれる古屋典雄さんが、今
年も３館にたくさんのスズムシを持
って来てくれました。スズムシの美
しい鳴き声は、図書館利用者のみな
さんにも大好評です。ご家庭でもス
ズムシの鳴き声を楽しみたいという
人にはお分けしますので、虫カゴな
どを持参しておいでください。



対
象
家
屋

①
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
存
す

る
家
屋
（
貸
家
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と
。

②
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
自
己
負
担
額
が
１
戸
当

た
り
30
万
円
以
上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
を
行
う
家
屋
で
あ
る
こ
と
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
の
者
が
対
象

家
屋
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
ま
た
は

要
支
援
認
定
者

③
障
害
者

減
額
内
容
　
改
修
工
事
が
完
了
し
た
翌

年
度
分
に
限
り
、
改
修
工
事
面
積
（
最

大
１
０
０
㎡
ま
で
）
に
係
る
固
定
資
産

税
が
３
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

工
事
要
件

①
玄
関
、
廊
下
、
浴
室
、
ト
イ
レ
等
に

手
す
り
を
設
置
し
た
り
、
段
差
を
解

消
し
た
り
す
る
工
事

②
浴
室
面
積
の
拡
幅
、
低
浴
槽
へ
の
取

替
え
等

③
ト
イ
レ
面
積
の
拡
幅
、
和
式
便
器
か

ら
洋
式
便
器
へ
の
取
替
え
等

④
そ
の
他
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
と

し
て
要
件
を
満
た
す
工
事

手
続
き

要
件
に
適
合
し
た
工
事
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
を
添
付
し
、
原
則

と
し
て
改
修
工
事
後
３
か
月
以
内
に

税
務
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
税
務
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

融
資
あ
っ
せ
ん
の
限
度
額
を
80
万
円

ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

供
用
開
始
か
ら
早
期
に
下
水
道
へ
接

続
す
る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利

子
で
借
り
ら
れ
る
有
利
な
制
度
で
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
80
万
円
ま
で

（
平
成
19
年
以
前
の
供
用
開
始
地
区
は

50
万
円
）

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３

年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水

道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用
者
に

対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便
所
改
造

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
貸
住
宅
に

つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
助
成
金
を
受

け
ら
れ
る
条
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

住
所
、
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

①
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
が
あ
り
、
甲
斐
市
在
住
（
３
歳

未
満
）
の
親
子
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
す

べ
り
台
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
絵
本
も
充

実
。
土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら

べ
う
た
な
ど
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
親
子
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
　

対
象
年
齢

火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

木
曜
・
金
曜
　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

お
や
つ
作
り
を
通
し
て
、
食
育
に
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

９
月
11
日
（
火
）
・
13
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

対
象

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
の
親
子

指
導
者

甲
斐
市
食
生
活
改
善
推
進
員

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
料

３
０
０
円

定
員

各
５
組
（
予
約
制
）

申
込
受
付

９
月
５
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
窓
口
で
の
直
接
受

付
（
電
話
受
付
は
不
可
）

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室

窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

９
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象１

歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の
親
子

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込
受
付

９
月
６
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
窓
口
で
の
直
接
受

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
創
設

下
水
道
課
か
ら

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
充
実

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料

子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

お
楽
し
み
お
や
つ
作
り



行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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付
（
電
話
受
付
は
不
可
）

芸
術
の
秋
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
親

子
で
楽
し
く
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

10
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
料

２
、
５
０
０
円

定
員

10
組
（
予
約
制
）

申
込
受
付

９
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時

30
分
〜
窓
口
で
の
直
接
受
付
（
電
話
受

付
は
不
可
）

※
前
回
参
加
者
は
９
月
21
日
〜
受
付

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
１
号
館
１

０
６
号
﹇
３
D
K
﹈（
甲
斐
市
宇
津
谷

４
６
５
８
番
地
２
）

市
営
泉
尻
団
地
３
０
３
号
﹇
３
D
K
﹈

（
甲
斐
市
大
下
条
４
７
５
番
地
１
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
し
込
み
は
ど
ち
ら
か
１

団
地
に
限
り
ま
す
。
両
方
へ
の
申
し

込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
双
葉
・
敷

島
支
所
各
地
域
課
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
入
居
者
は
入
居
条
件
等
審
査
の

う
え
決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

９
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

抽
選
日（
予
定
）
９
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

午
後
２
時
〜
（
泉
尻
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
竜
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

新
し
い
年
を
気
持
ち
良
く
迎
え
る
た

め
に
、
高
齢
者
等
の
お
宅
で
お
手
伝
い

し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
特
別
な
技
術
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
気
軽
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

年
末
生
活
支
援
（
障
子
の
張
替

え
、
庭
木
の
手
入
れ
、
普
段
手
の
届

か
な
い
箇
所
の
掃
除
な
ど
）

登
録
受
付
期
間

９
月
１
日
（
土
）
〜
10
月
31
日
（
水
）

活
動
期
間

11
月
か
ら
12
月
頃

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
る
人

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
展
望
塔
は
９
月
末

ま
で
の
間
、
夜
10
時
ま
で
開
放
中
で
す
。

ご
家
族
や
友
人
ど
う
し
で
美
し
い
甲
府

盆
地
の
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
後
５
時
以
降
は
、
３
歳
以

上
の
人
に
つ
い
て
１
回
１
０
０
円
の
利

用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

●
展
望
塔
の
利
用
案
内

利
用
時
間
・
料
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
無
料
（
年
間
）

午
後
５
時
〜
午
後
10
時
／
１
０
０
円
　

（
９
月
末
ま
で
）

休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の
と
き
は
翌
日
）

注
意
事
項

・
園
内
は
ペ
ッ
ト
の
入
園
は
禁
止
、
火
気

の
使
用
・
花
火
は
禁
止
で
す
。

・
喫
煙
は
所
定
の
場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

・
周
辺
道
路
は
駐
車
禁
止
区
域
で
す
。
車

で
来
園
の
際
は
、
公
園
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
緑
化
推
進
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
１

赤
坂
台
総
合
公
園
管
理
事
務
所

０
５
５
（
２
７
６
）
２
１
６
１

郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
る
大
学
者
山

県
大
弐
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
ま
つ
り
で
す
。

小
・
中
学
生
の
学
問
成
就
祈
願
の
ほ

か
、
神
輿
渡
御
や
、「
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ

踊
り
」、「
信
玄
太
鼓
」
演
奏
な
ど
、
見
ど

こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時

９
月
23
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
〜

場
所

山
県
神
社
参
道

内
容

学
問
成
就
祈
願
、
神
輿
渡
御
、
福

餅
ま
き
、
協
賛
出
店
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課：

双
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
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子
育
て
相
談

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

年
末
生
活
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

親
子
陶
芸
教
室

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
展
望
塔
夜
間
開
放

（
９
月
末
ま
で
）と
注
意
事
項

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り



ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽

し
い
競
技
の
運
動
会
で
す
。

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

日
時

10
月
４
日
（
木
）

※
雨
天
の
場
合
10
月
５
日
（
金
）

受
付

午
前
９
時
30
分
〜

開
会
式

午
前
10
時
〜

会
場

敷
島
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

申
込
受
付

９
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
期
日
厳
守
）

そ
の
他

老
人
ク
ラ
ブ
に
は
別
途
依
頼

し
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
は
各
単
位

ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

竜
王
北
部
公
民
館

展
示

竜
王
俳
句
会
（
俳
句
）

期
間

10
月
２
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

竜
王
南
部
公
民
館

展
示

竜
墨
会
（
墨
絵
）

期
間

10
月
12
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

内
容

放
送
ス
タ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
主
調

室
を
見
学
し
、
放
送
局
の
仕
組
み
を

学
び
ま
す
。

日
時

９
月
13
日
（
木
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
45
分

集
合
・
解
散
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

（
午
前
９
時
15
分
集
合
、
午
前
11
時
45

分
解
散
）

定
員

20
名
（
市
内
在
住
の
成
人
）

受
付
期
間

９
月
５
日
（
水
）
・
６
日

（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

郷
土
出
身
の
江
戸
時
代
の
学
者
山
県

大
弐
の
墓
な
ど
茨
城
県
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

10
月
２
日
（
火
）

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

コ
ー
ス

土
浦
城
跡
〜
佐
久
良
東
雄
旧

宅
〜
泰
寧
寺
（
山
県
大
弐
の
墓
）
〜
常

陸
国
分
尼
寺

定
員

40
名
（
市
内
在
住
お
よ
び
在
勤
の

18
歳
以
上
の
人
）

参
加
料

８
、
０
０
０
円
　
　
　

（
交
通
費
、
昼
食
代
、
見
学
料
含
む
）

講
師

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　

羽
中
田
壯
雄
さ
ん

受
付
開
始
日

９
月
10
日
（
月
）（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

集
合
場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
、

敷
島
総
合
文
化
会
館
、
竜
王
北
部
公

民
館
、
竜
王
南
部
公
民
館
（
竜
王
北

部
公
民
館
は
車
の
駐
車
は
不
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

赤
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
ど
う
や
っ
て
過

ご
そ
う
か
悩
ん
だ
り
、
友
だ
ち
が
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
。
赤
ち
ゃ

ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
な
が

ら
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

生
後
１
か
月
か
ら
６
か
月
ま
で

の
親
子
（
上
の
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の

参
加
は
不
可
）

日
時

９
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
受
付

午
後
10
時
30
分
開
始

場
所

竜
王
南
部
公
民
館
和
室

内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
お

む
つ
、
飲
み
物
等
　
　
　

講
師

助
産
師
　
榊
原
ま
ゆ
み
さ
ん

（
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」）

参
加
料

無
料

定
員

30
組
（
完
全
予
約
制
）

受
付

９
月
６
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
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文
化
財
め
ぐ
り

高
齢
者
運
動
会

甲斐市文化協会で
は市民文化事業の一
環として、元ＮＨＫ
アナウンサーの宮川
泰夫さんをお迎えし、
文化講演会を開催し
ます。
日時 10月13日（土）

午後１時30分開場
午後２時開演

会場 双葉ふれあい文化館ホール
演題 ～「のど自慢」12年の旅から～　

であい　ふれあい　ひびきあい
入場料 無料
※申し込みは不要です。当日会場にお
越しください。
■問い合わせは…
教育委員会生涯学習文化課

０５５１（２０）３６５８

文 化 協 会 講 演 会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

第
３
回
消
費
者
講
座

「
N
H
K
甲
府
放
送
局
を
見
学
」

親
子
の
遊
び
教
室

マ
マ
も
楽
し
く「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」



新
た
な
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

主
催

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

対
象

甲
府
地
区
広
域
圏
住
民
（
甲
府

市
、
甲
斐
市
、
中
央
市
、
昭
和
町
）

日
時

10
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

集
合
　
雨
天
決
行

集
合
場
所

昭
和
町
押
原
小
学
校
正
門

前
（
昭
和
町
押
越
８
８
５
）

駐
車
場

昭
和
町
総
合
会
館
駐
車
場

（
昭
和
町
押
越
６
１
６
）

終
了
時
間

午
後
３
時
30
分
（
予
定
）

視
察
場
所

武
田
神
社
（
甲
府
市
）、
妙

善
寺
・
一
橋
陣
屋
跡
（
甲
斐
市
）、
道

の
駅
と
よ
と
み
（
中
央
市
）、
押
原
小

学
校
（
昭
和
町
）

申
込
方
法

９
月
10
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
企
画
課
に
て
電
話
受
付
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

募
集
人
数

甲
斐
市
民
20
名

参
加
料

無
料
（
昼
食
、
飲
み
物
は
主
催

者
側
で
用
意
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

お
母
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て

し
、
自
分
ら
し
く
輝
け
る
よ
う
応
援
す

る
人
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時

９
月
11
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
４
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
求
め
ら

れ
る
も
の
、
子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
る

手
遊
び
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
母
親

の
話
や
悩
み
事
を
傾
聴
す
る
に
は

対
象

市
内
在
住
で
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
人

受
講
料

無
料

定
員

50
名
（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
込
受
付

９
月
３
日
（
月
）
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が

あ
る
人

定
員

各
日
20
名

申
込
期
間

９
月
１
日
（
土
）
〜
21
日
（
金
）

●
植
木
の
手
入
れ
コ
ー
ス

日
時

９
月
27
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

植
木
刈
り
込
み
ば
さ
み
（
あ
る
人
の
み
）

●
障
子
の
張
り
替
え
コ
ー
ス

日
時

９
月
28
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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植
木
の
手
入
れ
・
障
子
の
張
り
替
え

講
習
会
参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
再
発
見
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
」



市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

人
と
の
会
話
や
外
出
の
機
会
の
少
な

い
人
の
身
近
な
交
流
の
場
で
あ
る
サ
ロ

ン
の
担
い
手
の
養
成
講
習
会
で
す
。

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

日
時

９
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

サ
ロ
ン
に
役
立
つ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
座

講
師

シ
ル
バ
ー
レ
ク
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
　

対
象

市
内
在
住
で
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
に
興
味
の
あ
る
人

定
員

50
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

30
名

●
手
芸
講
座

持
ち
物

は
さ
み
（
な
く
て
も
良
い
）

材
料
費
　
３
０
０
円

○
敷
島
教
室

開
催
日

９
月
13
日
（
木
）

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
竜
王
教
室

開
催
日

９
月
18
日
（
火
）

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

９
月
19
日
（
水
）

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
切
り
絵
講
座

持
ち
物

カ
ッ
タ
ー
（
な
く
て
も
良
い
）

材
料
費
　
１
０
０
円

○
竜
王
教
室

開
催
日

９
月
21
日
（
金
）

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
敷
島
教
室

開
催
日

９
月
25
日
（
火
）

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

９
月
26
日
（
水
）

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
健
康
体
操
講
座

持
ち
物

タ
オ
ル
（
運
動
の
で
き
る
服
装
）

参
加
料
　
無
料

○
竜
王
教
室

開
催
日

10
月
１
日
（
月
）

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

10
月
15
日
（
月
）

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
敷
島
教
室

開
催
日

10
月
17
日
（
水
）

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
は
同
一
の
内
容
に
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

高
齢
者
向
け
講
座

「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」



市
体
育
指
導
委
員
に
よ
る
「
軽
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」
を
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
に
開
設
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
楽
し
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
た
く
さ
ん
紹
介

し
ま
す
。

日
時

９
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
※
雨
天
中
止

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

種
目

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
フ
リ
ス
ビ

ー
・
ペ
タ
ン
ク
な
ど

対
象

興
味
の
あ
る
人
ど
な
た
で
も

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ヒ
ザ
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
水
中
体
操
を
、
専
門
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
程

９
月
27
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
（
計
10
回
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１
、
０
０
０
円

※
初
回
受
講
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員

30
名

受
付
開
始

９
月
３
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

水
着
・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
（
必
ず

着
用
）
・
タ
オ
ル
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

家
族
や
友
人
ど
う
し
で
自
然
と
触
れ

合
い
な
が
ら
紅
葉
に
染
ま
る
高
原
を
散

策
し
ま
せ
ん
か
。

主
催秋

の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
実
行
委
員
会

日
程

10
月
24
日
（
水
）
※
雨
天
決
行

敷
島
総
合
文
化
会
館
出
発
（
午
前
６
時

30
分
）
〜
上
高
地
到
着
（
午
前
10
時
）

〜
ハ
イ
キ
ン
グ
（
約
４
時
間
半
）
〜
上

高
地
出
発
（
午
後
２
時
40
分
）
敷
島
総

合
文
化
会
館
到
着
予
定
（
午
後
６
時
）

場
所

長
野
県
上
高
地

参
加
資
格

市
内
在
住
者

募
集
定
員

１
３
０
名

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
秋
の
ハ
イ

キ
ン
グ
教
室
申
し
込
み
」
と
記
入
の

上
、
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
申
し
込
み
先
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
９
月
26

日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
双
葉
公
民
館

に
て
公
開
抽
選
会
（
参
加
自
由
）
を
実

施
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
ハ
ガ
キ
１
枚
で
５
名
ま
で
申
し
込
み
可
。

・
複
数
ハ
ガ
キ
で
の
重
複
申
し
込
み
不
可
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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「
軽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」に

み
ん
な
集
ま
れ

健
康
水
中
体
操
教
室（
後
期
）

参
加
者
募
集

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集



・
当
選
は
ハ
ガ
キ
単
位
で
、
結
果
は
ハ
ガ

キ
で
通
知
。

申
込
期
限

９
月
20
日
（
木
）
必
着

参
加
料

１
人
３
、
０
０
０
円
（
バ
ス
代

な
ど
）
を
10
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
直
接
納
入

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
４
０
０
ー
０
１
０
５
甲
斐
市
下
今

井
２
３
６
ー
２
　
甲
斐
市
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
内
の
愛
好
家
・
初
心
者
が
対
象
で

高
度
な
技
術
が
な
く
て
も
楽
し
め
ま
す
。

主
催

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

日
時

９
月
19
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
方
法

会
場
に
て
随
時
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

初
め
て
の
人
で
も
気
楽
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

主
催

市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
部

日
時

９
月
30
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

受
付
開
始

午
前
８
時
30
分

開
会
式

午
前
９
時

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
タ
ー
ゲ

ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者

定
員

72
名

競
技
方
法

・
構
成
は
、
一
般
の
部
（
20
歳
〜
59
歳
）、

シ
ニ
ア
の
部
（
60
歳
〜
69
歳
）、
ゴ
ー

ル
ド
シ
ニ
ア
の
部
（
70
歳
以
上
）
と
し

男
女
問
わ
ず
個
人
戦
と
し
ま
す
。

・
用
具
（
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
ス
イ
ン
グ

マ
ッ
ト
）は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
が
、

参
加
者
持
参
も
可
能
で
す
。

・
総
合
で
の
上
位
入
賞
者
は
、
来
年
度

開
催
さ
れ
る
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
甲
斐
市
代
表

と
し
て
出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他

参
加
賞
・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
あ
り
。

申
込
期
間

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
20
日

（
木
）
ま
で
電
話
受
付
（
平
日
の
み
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

主
催

市
テ
ニ
ス
協
会

日
程

午
前
の
部

10
月
１
日
〜
29
日
（
毎
週
月

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２
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●平成19年度山梨芸術劇場
「天野宣＆阿羅漢『泰憾』コンサート」
世界的に有名な和太鼓奏者天野宣さんと鼓響集団阿羅
漢の勇壮かつ幻想的なコンサートです。
日時 ９月８日（土）午後６時開場　午後６時30分開演

入場無料（要整理券）

●ふれあいロビーコンサート
「秋の夜長のジャズコンサート”DUET"」
日時 10月６日（土）午後６時30分開演　入場無料
出演 ｍｅｇ（ボーカル）・古谷淳（ピアノ）

●平成19年度地域の芸術文化環境づくり支援事業
ミュージカル「パパの誕生日」
不慮の事故により、幼い
子どもたちを残したまま天
国で暮らす父に訪れたラッ
キーチャンス。家族の愛を
テーマにコミカルに、ちょ
っと切なく笑いあり涙あり
の感動のステージ。
オーディションで選ばれた地元の小中学生たちが劇団
つばさと共演します。みなさん、ぜひお越しください。
日時 10月28日（日）

１回目　午前10時開場　午前10時30分開演
２回目　午後２時開場　午後２時30分開演

出演 ＪＡＡウイングシアター「劇団つばさ」と地元の　
小中学生

入場料 おとな券（高校生以上）1,000円
こども券（中学生以下） 500円

全席自由（保護者の膝の上で観覧する乳幼児は無料）
※チケットは下記のプレイガイドで発売中。

●「三遊亭楽太郎・三遊亭小遊三」二人会
「笑点」でも大人気。個性あふれるお二人の競演をお楽
しみください。
日時 11月25日（日）

午後１時30分開場　午後２時開演
入場料 全席指定　一般前売り2,800円　当日3,000円　
※チケットは下記のプレイガイドで近日発売予定。
チケット取り扱いプレイガイド
双葉ふれあい文化館事務室、竜王北部公民館、竜王中部
公民館、竜王南部公民館、敷島総合文化会館、百楽泉、
ＪＲ塩崎駅ジェイショップ塩崎店、沢田屋双葉店、クリ
ーニング志村竜王店、山梨県民文化ホール
■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール

事務室　 0551（20）3660

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

第
４
回
甲
斐
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集



曜
日
・
計
５
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

夜
間
の
部

10
月
６
日
〜
11
月
３
日

（
毎
週
土
曜
日
・
計
５
回
）
午
後
８
時

〜
10
時

場
所

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
者
（
小
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料

定
員

各
20
名

持
ち
物

硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ

申
込
方
法

９
月
10
日
（
月
）
か
ら
電
話

に
て
受
け
付
け
（
受
付
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で
指
導
し
ま
す
。

主
催

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

日
時

10
月
10
日
（
水
）
か
ら
11
月
14
日

（
水
）
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
計
６
回
）

午
後
８
時
〜
10
時

場
所

敷
島
体
育
館

対
象

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料

持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
履
き
、

タ
オ
ル
等

指
導
者

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員

申
込
締
切

10
月
９
日
（
火
）
ま
で
　

※
当
日
参
加
も
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、

相
談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

９
月
14
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

10
名
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付

９
月
11
日
（
火
）
午
後
５
時

40
分
〜
５
時
55
分
ま
で
電
話
受
付
（
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
相
談
日
前

日
ま
で
の
業
務
時
間
内
で
受
け
付
け
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る

予
約
制
で
す
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
８
ー
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

・
法
テ
ラ
ス（
資
力
の
乏
し
い
人
に
限
ら

れ
ま
す
）（
甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37
イ

リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

県
の
教
育
委
員
や
事
務
局
職
員
が
地

域
に
出
向
き
、
み
な
さ
ん
と
教
育
行
政

に
つ
い
て
直
接
意
見
交
換
す
る
も
の
で

す
。
教
育
に
対
し
て
関
心
の
あ
る
人
な

ら
ば
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

主
催

山
梨
県
教
育
委
員
会

日
時

９
月
12
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
午
後
０
時
45
分
受
付
）

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…
中
北
教
育
事
務
所

０
５
５
１
（
２
３
）
３
０
０
６

心
の
病
と
と
も
に
歩
む
当
事
者
が
、

仲
間
や
社
会
に
対
し
て
伝
え
た
い
、
聞

い
て
も
ら
い
た
い
想
い
・
悩
み
・
要

望
・
体
験
を
熱
く
語
り
ま
す
。

当
日
は
、
客
席
と
の
意
見
交
換
の
場

も
あ
り
ま
す
。

主
催

山
梨
県
精
神
障
害
者
社
会
復
帰

関
係
施
設
連
絡
会

後
援

甲
斐
市
、
県
立
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

日
時

９
月
20
日
（
木
）

午
後
０
時
30
分
開
場
　

午
後
１
時
開
演
　
午
後
３
時
30
分
終
了

会
場

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料
　

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
精
社
連
事
務
局
き
が
る
館

０
５
５
（
２
８
２
）
４
０
０
４

日
時

９
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

（
甲
府
市
大
津
町
２
１
９
２
ー
８
）

内
容

動
物
の
お
医
者
さ
ん
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
コ
ー
ナ
ー
、
犬

の
し
つ
け
方
教
室
、
動
物
ク
イ
ズ
、

動
物
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
衛
生
薬
務
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
９

対
象

60
歳
代
前
半
の
人

日
時

９
月
20
日
（
木
）
・
21
日
（
金
）
・

26
日
（
水
）
・
27
日
（
木
）
・
28
日
（
金
）

の
５
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
の
１
日
４
時
間

場
所

山
梨
リ
コ
ー
（
株
）
甲
府
事
業
所

（
甲
府
市
幸
町
23
ー
10
）

内
容

パ
ソ
コ
ン
中
級
・
会
計
ソ
フ
ト

（
P
C
A
）
講
習
（
第
１
期
）

定
員

15
名

申
込
期
限

９
月
10
日
（
月
）

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
募
集

無
料
法
律
相
談

山
梨
県
一
日
教
育
委
員
会

（
教
育
懇
談
会
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第
７
回
精
神
障
害
者
主
張
大
会

「
心
の
時
代
を
歩
き
出
そ
う
。」

平
成
19
年
度
動
物
愛
護
デ
ー

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
促
進
の
た
め

の
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業



※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
９
）
６
６
２
６

●
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
…

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
週
の
所
定
労
働
時
間
の
長

短
に
関
わ
ら
ず
、
原
則
、
12
か
月
（
各
月

11
日
以
上
）
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

対
象

原
則
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し

た
人

●
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
…

職
場
復
帰
給
付
金
の
給
付
率
が
10
％

上
が
り
、
基
本
給
付
金
と
併
せ
休
業
前

賃
金
の
50
％
の
給
付
率
と
な
り
ま
す
。

●
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が
…

被
保
険
者
期
間
が
３
年
以
上
、
支
給

率
20
％
（
上
限
10
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

※
初
回
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間
が
１

年
以
上
で
受
給
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
労
働
局
職
業
安
定
課

０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
７

募
集
学
科
お
よ
び
人
員

生
産
技
術
科
　
11
名

電
子
技
術
科
　
16
名

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
11
名

情
報
技
術
科
　
16
名

願
書
受
付
期
間

９
月
20
日
（
木
）
〜
10
月
４
日
（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

試
験
期
日

10
月
17
日
（
水
）

※
出
願
資
格
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
　

０
５
５
３
（
３
２
）
５
２
０
１

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎
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警察安全相談窓口について
９月11日は「警察相談の日」
～広報スローガン「知ってますか？　警察相談　＃9110」～
警察では、ストーカー被害に関する悩みや配偶者暴力など、犯罪など

による被害の未然防止に関する相談や県民のみなさんが不安を感じた
り、心配している身近な問題などに関する相談に応じています。
また、緊急の事件・事故等の通報以外の相談については、110番では

なく、警察相談専用電話「＃9110」を利用してください。
○相談受付（いずれも受付時間　平日の午前８時30分～午後５時）
・山梨県警察総合相談室　
「＃9110」または 055（233）9110（警察相談専用電話）

・韮崎警察署警察安全相談係
0551（22）0110（内線264）

110番の正しいかけ方
警察では、各種事件・事故等の緊急事案の早期解決を目的として

「110番　地域を守る　ホットライン」を合い言葉に県民のみなさんに広
く110番通報のご協力をお願いしています。
110番通報は、携帯電話、一般加入電話などから「110」とダイヤルす

ると県内どこからでも警察本部の通信指令室につながります。
通信指令室では、担当の警察官が、
「いつ」「どこで」「何が」「犯人は」「負傷者は」「あなたの住所・氏名」
などをお尋ねしますので、落ち着いてお話しください。
なお、いまだに多くのイタズラ電話や間違い電話があります。イタズ

ラ電話は、緊急の事件・事故等の通報に大きな支障をきたしますので絶
対にやめましょう。
また、相談ごと等は韮崎警察署、交番、駐在所または警察本部総合相

談室「＃９１１０」におかけください。

■問い合わせは…警察本部地域課　 055（235）2121（代）
韮崎警察署 0551（22）0110（代）

家出少年の早期発見を
夏休み期間中および夏休み明けの時期は、家出をする少年が増加して

います。家出の主な原因は、遊び癖からの放浪癖、親子関係の不和、学
業嫌い等です。
少年の家出は、心身とも未熟で判断能力に乏しいため、家出中に非行

に走ったり、暴力団の餌食となって被害を受けるなど、非常に危険です。
特に少女の場合は、性犯罪の被害者となる例が多く見られます。
少年の家出は未然防止を図るのが一番ですが、万一、家出を知ったと

きは、家出人捜索願を出して早期に発見保護することが、非行を防止し、
犯罪の被害者にならない決め手です。
深夜一人でうろついているなど不審な行動をしている少年を見かけた

ら、「一声」かけるなどして家出少年の早期発見にご協力をお願いします。

■問い合わせは…
山梨県警察本部少年課　 055（235）2121(代)
韮崎警察署　 0551（22）0110（代）
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■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

せん定枝粉砕処理

市では、住民の健康保持および自然環境保全の
ため、各種環境測定を実施しています。 ・ｐＨ値（水素イオン濃度）…水の酸性、アルカリ性を

あらわしている。７付近が中性であり、酸性は数値
が小さく、アルカリ性は数値が大きい。

・電気伝導率…電気の通りやすさを示す数値で、イオ
ンの種類、濃度によって決まる。数値の大小により
汚濁の大小が決まるわけではない。温泉水の中には、
100を超える数値になるものもある。

・ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…水中の汚れが微生
物によって分解されるときに必要な酸素量のこと。
数値が大きいほど汚れていることを示している。

・ＳＳ（浮遊物質量）…水中に浮遊する小粒状物の総称
で、濁りの原因になっている物質の量を示す。降雨、
工事などの影響を受け、数値が大きく変動する。

測定単位について
ｐｇ（ピコグラム）…１兆分の１グラム
ＴＥＱ（毒性等量）…ダイオキシン類全体の毒性を　

評価するための係数
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昨年来からの原油価格の高騰によ
り、ごみ袋の原材料等も値上がりし
ているため、９月１日からごみ袋の
価格を次のとおり改定させていただき
ます。市民のみなさ
んのご理解とご協力
をお願い致します。

１袋（20枚入り）
大サイズ
（寸法770×530㎜）
改定前 改定後
260円 →　300円

家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程 ９月のお休みは次の日です。
毎週金曜日、祝日（17日、24日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園
入口）

日程 ９月のお休みは次の日です。
毎週月・水・木・土曜日
受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、腐食した物、
金属類の付いた物、および草・竹等は受け入けし
ませんので注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。

市指定ごみ収集袋の価格改
定についてのお知らせ

平成18年度各種環境測定結果
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●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意
味がありません。生活習慣
を改善することが一番大切
です。生活習慣を見直し、
改善に努め、より健康な生
活が送れるよう役立ててい

ただくために結果説明会を行います。

受付時間　①午前９時30分～10時
②午後１時30分～ 2 時
③午後３時30 ～３時30分

対　象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について」の用紙
※日程変更希望の人は、ご連絡ください。ただし、
変更する日は指定された日以降になります。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●人間ドック受診申し込み
申込期間 ９月３日（月）～10日（月）
対象者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所 健康増進課・竜王支所地域課

双葉支所地域課
申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。
受診券を発行します。申し込みの際に委託医療機
関から受診医療機関を選んでいただきます。
※総合健診申込書とは別に申請が必要。
受診期間 平成19年12月31日まで
料　金 委託医療機関によって受診料が異なります。
市では、検査項目により次のとおり補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査（マンモグ
ラフィー検査）

どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィ
ー検査）

両方含む人は、33,000円
○自己負担は約6,000円～8,000円です。（オプ
ションは自己負担）

委託医療機関
社会保険山梨病院健康管理センター、甲府市医師
会健康管理センター、中沢クリニック、竜王リハ
ビリテーション病院、竜王共立診療所、赤坂台病
院、石和温泉病院クアハウス石和

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受け付
けします。

※医療機関への受診予約は、受診券の発行後になり
ます。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階) 0551（20）3651

●献血にご協力をお願いします。
日　時 ９月10日（月） 午前９時30分～11時30分

10 （ ） 午後０時30分～３時30分
会　場 甲斐市役所敷島第２庁舎前
主　催 甲斐市
協　力 甲斐市商工会

敷島ライオンズクラブ
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●小児救急電話相談事業について
県では、夜間に子どもが急な病気になった時、保護者からの電話による相談に対応する小児救急電話

相談事業を８月から開始しています。
利用時間 毎日午後７時～11時
委託先 社団法人　甲府市医師会　※設置場所…甲府市医師会救急医療センター内（甲府市幸町14-６）
相談者 乳幼児を抱える保護者　　　　対応者 専門相談員（小児医療に精通した看護師）
相談内容 子どもの夜間の急な病気（発熱、下痢、嘔吐、ひきつけなど）に対する医療機関への受診の必

要性の有無
相談方法 固定電話・携帯電話から、短縮ダイヤル「＃8000」に電話

●三種混合予防接種の接種もれに注意しましょう
確実な免疫をつくるためには、第１期初回接種を確実に行い、基礎免疫をしっかりつけておくことが大切です。
＜接種時期と間隔＞
第１期初回接種：生後３か月～７歳６か月未満までに３～８週間の間隔で３回接種

※８週間の間隔を過ぎた場合は、任意接種（自己負担での接種）になりますので注意しましょう。
第１期追加接種：初回接種の３回目終了後、１年～１年半後に１回接種

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行うことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回の
接種を受けても効果が期待できないことがありますので、ご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行っていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証　　　　接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法１週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●高齢者インフルエンザ予防接種
対象、接種期間および料金等の詳しい内容につきましては10月号の広報に掲載する予定です。

●予防接種指定医療機関

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

＜脳のいきいき講座＞

＜介護予防教室＞

 



33

●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健

診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後３時30分～４時30分）

：９月14日（金）竜王保健福祉センター
：９月18日（火）双葉保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分
（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササ

イズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイ
プアップへとつながります。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
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